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調査内容について
(1) 既存資料の収集・整理
・社会環境、自然環境など、多様な項目について資料の収
集・整理
・現状、過去からの変遷（戦後1950年以降、現在までの資
料）について整理を行った。
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調査内容について
(2) 聞き取り調査
・既存資料では十分に整理できない項目について
把握するため、熊本県の沿岸域漁業者を対象に
聞き取り調査を行った。
・調査は、主に過去の干潟や海域の状況、及びそ
の年代について聞き取りを行い、その結果を図
化するとともに、年表として整理した。
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底
質

項目
戦後～昭和40年代 昭和50～60年代 平成に入ってから

最近
（30年以上前） （15～30年前） （数年前～15年前）

藻
場

水
質

魚
類

貝
類
・
エ
ビ
類

の
り

のりが取れないのは、台風・大雨による淡水被害も大き
な影響である。また、気候の変化も大きな原因となって
いる。（冬季の雨、気温の上昇など）(海路口)

のりは昭和28年から赤ぐされが出始めた。それま
では、はっておけば取れる状態であった(海路口)

昭和60年代から平成2年までは, 干潟                   にまったく何もいない状態であった。まさに死の
海であった. (松尾、川口、海路口、河内)

 昭和30年代から農薬が始まってタイラギは沖合にたつとこ
ろが無く，干潟にアサリとまじってたつようになった(松尾)

昔は200人ほどいた漁師も、今では6人となっている。みん
なが声をそろえて言うのは、ノリの酸処理の影響が大きいこ
とであり、何とかならないのか(小島)

昔はｸﾙﾏｴﾋﾞを主に獲っていた(河内、小島)

 藻類はオゴノリが多少存在しているだけであり、アマモは見られない。一昨年は
オゴノリが良く獲れた。平成に入ってから良く獲れるようになっている(海路口)

ｸﾙﾏｴﾋﾞも以前（子供の頃）は岸壁から取れていた(河内)

 昭和30年頃は、堤防沿いだけではなく干
潟全体で貝が取れていた(海路口)

タイラギは岸寄りで少し取れているが、
商売になるほどではない(河内)

アサリは、覆砂を行った後、10年ほど
してやっと増えだしている(河内)

 戦後（昭和20～30年頃）は堤防からハマ
グリが良く獲れていた(海路口)

平成に入ってからは、マナガタやﾋﾗﾒもわ
ずかではあるが獲れている(小島)

　　　　　　　　　　　：良い、あるいは良くなった項目
　
　　　　　　　　　　　：悪い、あるいは悪くなった項目

アサリは、昭和28年の熊本大洪水
から急速に獲れるようになった

緑川の水質は、昭和60年頃にはすでに濁っていた(海路口)

干潟も水質と同様に昭和60年頃には非
常に悪くなっていた(海路口)

                       一番悪くなったところは堤防から数百ｍのところであり、
                        ヘドロが大量にたまっている(海路口)

全体的に底質のヘドロ化がひどい。これも酸処
理の影響が大きいと思う(小島)

10年前から全体的に悪化しており、ノリ養殖の酸処理の
影響が非常に大きい。何とかしてもらいたい(小島)

 約20年前頃からヘドロが発生しており、この頃から
アサリが取れなくなった(河内)

最近は堤防沿いは大量のヘドロがたまっており、歩く
こともできない(海路口)

覆砂、作澪は応急処置である。根本的な
改善が必要である(松尾)

2部会では、坪井川の河口部の底質の状況が最も悪い(松尾)

最も取り組んでもらいたいのは干潟の改善である。ヘ
ドロの除去に取り組んでもらいたい(松尾)

昭和30～40年ごろは、1～2ｋｍほど干潟を歩くことができた(海路口)

一番の問題は底質のヘドロ化である。アサリが
つくところはきれいは砂である(河内)

去年はアサリ・ハマグリが良く獲れた。今年は
ボチボチである(海路口)

今ではｽｽﾞｷなどが主な魚種である(小島)

毎年5月からクルマエビ漁をはじめるが、まったく取れ
ないため採算が合わない。所得に結びつかない(河内)

緑川ダムができてからは、アサリの漁場が1kmほど沖合いに移動し
た。現在は沖合部（800～1000ｍ）も取れなくなっている(川口)

今は船を使って沖合いで行うしかない(海路口)

昭和30年ごろは、アサリが一日で船で2杯ぐら
い獲れていた(海路口)

漁業者が乱獲をおこなったために環境破壊になった．組合，
漁業者の意識改革が必要である(松尾)

ムツゴロウ，トビハゼは昭和30年頃から減少した(松尾)

のりの養殖の酸処理は、沖合いでは行っているが、沿岸部では行っていない(海路口)

のりは、4年に一度取れない時期が来るようである。オリン
ピック年に取れないことが多い(海路口)

ダムができるまでは、雪解け水が海に流れてお
り、これがのりには非常に良かった(海路口)

凡例

30年前までは緑川の水が澄んでおり、飲料水と
して利用していた(海路口)

水質はここ数年は良くなってきていると感じる(海路口、松尾)

冬場の赤潮はこれまで考えられなかった。秋のノリは
これでやられている(河内)

現在ゴミはかなり増えている。雨が降ればゴミが固まって流れてく
る。その量は相当なものである(海路口、河内、松尾)

昭和40年中旬には減少し始めた(川口)
今では2人で10～15kg獲れればいいほうである(海路口)

 昭和30～40年ごろは歩いて漁ができた(海路口)

年代

項
目

【沿岸漁業者への聞き取り年表（有明海南部）】
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調査内容について
(3) アンケート調査
・漁業者だけでなく一般住民を含めた幅広い層の
意見を収集するため実施
・内水面漁業者、沿岸域住民、一部の沿岸域漁
業者を対象
・河川流域の状況、過去の干潟や海域の状況に
ついて把握
・当アンケート調査は、漁業協同組合や自治体
より推薦を受けた代表的な方々を対象に実施し
ているため、統計的な調査ではない。
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